平成１４年度　第１回　アナログ３種　基礎科目

 電 気 通 信 技 術 の 基 礎 
第１問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図－１に示す回路において、端子ａ－ｂ間の電圧は、（　ア　）ボルトである。　　（５点）

	①　２０　　②　２１　　③　２４　　④　５６　　⑤　７２
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　（２）　図－２に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成インピーダンスは、（　イ　）オームであ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　２２　　②　３２　　③　４４　　④　６４　　⑤　８８
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　（３）　磁気回路において、コイルの巻数とそのコイルに流す電流との積は、（　ウ　）といわれる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　電流密度　　②　磁化力　　③　起磁力　　④　逆起電力　　⑤　磁化電流


　（４）　規定された条件の下で、ある時間ヒューズに対して通電したときに劣化を生じない最大電流

は、ヒューズの（　エ　）電流といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　定　常　　②　許　容　　③　定　格　　④　過　度


第２問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　半導体に適した量の不純物を含ませることにより、整流効果、（　ア　）、熱電効果の大きい

ものが得られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	①　反射効果　　②　圧電効果　　③　充電効果　　④　光電効果


　（２）　図に示すトランジスタ増幅回路は、エミッタ接地回路と比較した、電圧利得が（　イ　）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	①　大きい　　②　小さい　　③　等しい
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　（３）　トランジスタに電圧を加えて、ベース電流３０マイクロアンペア、エミッタ電流が２．４０

ミリアンペア流れたとき、コレクタ電流は、（　ウ　）ミリアンペアとなる。　　　　（４点）

	①　２．１０　　②　２．３７　　③　２．４３　　④　２．７０


　（４）　トランジスタ増幅回路では、入力波形を忠実に増幅するため、あらかじめ一定の（　エ　）

電流をベースとエミッタ間に流しておく必要がある。　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	①　正帰還　　②　信　号　　③　直　流　　④　交　流


　（５）　トランジスタ増幅回路を接地方式により分類したとき、高周波特性が最も良いのは、（　オ　）

接地の増幅回路である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	①　エミッタ　　②　ベース　　③　コレクタ


第３問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　１０進数の８５を８進数に変換すると（　ア　）になる。　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　１０２　　②　１１７　　③　１２５　　④　１３５　　⑤　１４２


　（２）　次の論理関数は、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単化すると、（　イ　）になる。

　　　　　　　　　Ｘ　＝　Ａ・（Ａ＋Ｂ）＋（Ａ＋Ａ・Ｂ）　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　Ａ＋Ｂ　　②　B・（Ａ＋Ｂ）　　③　Ａ・Ｂ　　④　Ａ　　⑤　Ｂ


　（３）　図－１の論理回路において、入力ａ及び入力ｂの論理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係

が右の真理値表で示されるとき、表中の出力レベルＷ、Ｘ、Ｙ、Ｚは、それぞれ（　ウ　）で

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　１，１，１，０　　②　０，１，０，１　　③　０，０，１，０

④　０，０，０，１　　⑤　１，０，０，０



[image: image4.wmf]“ü—Í‚�

“ü—Í‚‚

�o—Í‚ƒ

�}�|‚P

“ü�@—Í

�o—Í

‚�

‚‚

‚ƒ

0

0

0

0

1

1

1

1

‚v

X

‚x

Z


　（４）　図－２の論理回路における入力ａ及び入力ｂの論理レベル（それぞれＡ及びＢ）と出力ｃの

論理レベル（Ｃ）との関係式は、Ｃ＝（　エ　）の論理式で表すことができる。　　　（５点）
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第４問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図において、入力電力が３０ミリワット、増幅器Ⅰ、増幅器Ⅱの利得がそれぞれ８デシベル、

１４デシベルで、減衰器の減衰量が（　ア　）デシベルのとき、負荷抵抗Ｒで消費する電力は、

３００ミリワットである。ただし、入出力各部のインピーダンスは、整合しているものとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　８　　②　１２　　③　２２　　④　２８
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　（２）　誘導回線の信号が被誘導回線に現れる漏話のうち、誘導回線の信号の伝送方向を正の方向、

　　　　その反対方向を負の方向とするとき、（　イ　）に現れるものが遠端漏話である。　　（５点）

	①　負の方向　　②　正の方向　　③　正負二つの方向


　（３）　インピーダンスの異なる伝送ケーブルを接続した場合、その接続点においては、（　ウ　）

　　　　現象が起こる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　反　射　　②　鳴　音　　③　放　射　　④　共　振


　（４）　信号電力をＰＳワット、雑音電力をＰＮワットとすると、信号対雑音比は、（　エ　）デシベ

　　　　ルである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）
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第５問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　ＰＭ方式は、（　ア　）の位相を信号の振幅に応じて変化させるものである。　　（５点）

	①　搬送波　　②　側波帯　　③　信号波


　（２）　電話回線において、送話者の通話電流が受信端で反射し、時間的に遅れて送信端に戻り、通

　　　　話に妨害を与える現象は、（　イ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　干　渉　　②　共　振　　③　鳴　音　　④　反　響


　（３）　ＰＣＭ方式において、アナログ信号をデジタル信号に変換する過程で量子化雑音が生じる

　　　　ことや、（　ウ　）が広くなること等が特有の欠点となっている。　　　　　　　　　（５点）

	①　ナイキスト間隔　　②　ジッタ　　　　　③　伝送周波数帯域

④　パルス幅　　　　　⑤　スクランブル


　（４）　光ファイバは、コアといわれる中心層とクラッドといわれる外層の２層構造から成り、中心

　　　　層の屈折率を外層の屈折率（　エ　）することにより、光は、中心層内を外層との境界で全反

射を繰り返しながら進んで行く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　と等しく　　②　より大きく　　③　より小さく


解答

第１問（ア）④　（イ）①　（ウ）③　（エ）②
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第３問（ア）③　（イ）④　（ウ）④　（エ）①

第４問（ア）②　（イ）②　（ウ）①　（エ）③

第５問（ア）①　（イ）④　（ウ）③　（エ）②
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